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39 北朝鮮の現状と南北関係

北
朝
鮮
の
現
状
と
南
北
関
係

康　
　

仁　

徳

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
九
日
、
金
正
日
国
防
委
員
長
の
死
去
発
表
以
後
、
三
代
目
の
後
継
者
で
あ
る
金
正
恩
の
「
唯
一
領
導
体
制
作
り
事

業
」
に
邁
進
中
で
あ
る
。

1
．
金
正
恩
世
襲
体
制
の
安
定
性

（
1
） 

二
〇
一
一
年
一
二
月
三
〇
日
に
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
政
治
局
会
議
は
金
正
恩
を
「
人
民
軍
最
高
司
令
官
」
に
奉
じ
る
こ
と
を
決

め
た
。※ 

金
正
日
の
場
合
は
一
九
九
一
年
一
二
月
二
四
日
に
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
六
期
一
九
次
全
員
会
議
で
「
人
民
軍
最
高
司
令

官
」
に
推
戴
さ
れ
た
。

（
2
） 

先
代
の
「
遺
訓
」
に
従
っ
て
、「
先
軍
政
治
」
を
続
け
る
こ
と
を
決
め
た
金
正
恩
に
と
っ
て
は
「
朝
鮮
労
働
党
総
書
記
」
ま
た
は
「
国

防
委
員
会
委
員
長
」
な
ど
の
他
の
職
位
に
就
か
な
く
て
も
、
自
分
自
身
の
統
治
体
制
作
り
に
特
に
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
3
） 

金
正
恩
体
制
の
下
で
の
政
策
樹
立
と
執
行
は
二
〇
一
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
党
代
表
者
会
議
」
で
選
出
さ
れ
た
パ
ワ
ー
エ
リ
ー

ト
「
後
見
集
団
」（
党
政
治
局
中
心
）
の
責
任
の
下
で
遂
行
さ
れ
る
。
こ
の
後
見
集
団
の
中
心
人
物
は
張
成
沢
（
党
政
治
局
候
補
委

員
、
党
行
政
部
長
）
を
中
心
と
す
る
一
派
で
あ
る
。

※ 
一
二
月
二
一
日
に
張
成
沢
は
「
人
民
軍
大
将
」
の
軍
服
姿
で
登
場
し
た
が
、
そ
の
意
味
は
軍
と
党
両
方
を
統
制
す
る
実
力
者
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

（
4
） 

金
正
恩
の
「
唯
一
領
導
体
制
」
作
り
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
先
代
の
場
合
を
踏
襲
す
る
と
し
た
ら
、
お
お
よ
そ
「
三
年

間
」
か
か
る
だ
ろ
う
。
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
は
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
間
、
先
代
の
「
家
老
」
の
大
部
分
（
八
〇
代
以

上
の
老
人
）
は
死
去
ま
た
は
引
退
す
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
金
正
恩
の
正
念
場
（
先
代
を
克
服
す
る
）
は
ま
さ
に
こ
の
「
過
渡
期
」

で
あ
る
。

（
5
） 

中
国
を
は
じ
め
日
米
中
韓
露
な
ど
周
辺
諸
国
は
、
な
る
べ
く
何
事
も
な
く
早
期
定
着
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
特
に
中
国
は
金
正

恩
体
制
の
早
期
安
定
化
の
た
め
、
食
糧
・
肥
料
・
石
油
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
る
。
韓
・
日
・
米
の
三
カ
国
の
非
公
開

安
保
会
議
（
一
月
三
一
日
に
済
州
で
開
か
れ
た
）「
北
朝
鮮
に
異
常
な
兆
候
は
な
く
、
比
較
的
安
定
を
維
持
し
て
い
る
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。

2
．
金
正
恩
体
制
の
対
内
外
政
策

（
1
） 「
遺
訓
統
治
」
と
い
う
前
提
の
下
で
は
今
後
、
二
〜
三
年
内
に
大
き
な
政
策
変
化
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
2
）  

し
か
し
「
若
旦
那
」
が
登
場
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
た
現
在
、
何
よ
り
も
一
般
民
衆
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
特
別
な
措
置
を
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41 北朝鮮の現状と南北関係

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
今
年
は
「
強
盛
大
国
の
大
門
を
開
く
」
二
〇
一
二
年
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
崩
壊
し

た
経
済
を
正
常
化
し
、
よ
り
改
善
さ
れ
た
経
済
や
生
活
環
境
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
「
先
軍
」
か
ら
「
先

民
」
ま
た
は
「
先
経
（
済
）」
に
急
遽
転
換
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
経
済
体
制
改
革
・
解
放
へ
の
転
換
も
困
難
で
あ
る
。
も
し
、

急
進
的
な
経
済
優
先
政
策
を
取
っ
た
場
合
、
後
継
体
制
自
体
を
危
機
に
さ
ら
す
可
能
性
も
あ
る
。

（
3
） 

従
っ
て
、
極
め
て
「
制
限
さ
れ
た
範
囲
内
」
で
の
改
善
に
よ
っ
て
経
済
・
生
活
環
境
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
が
金
正

恩
体
制
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
筆
者
の
意
見
で
は
、
今
ま
で
採
っ
て
き
た
経
済
改
革
の
一
部
を
改
善
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
非
経
済
的

事
業
」、「
非
効
率
的
企
業
運
営
」、
特
に
党
と
軍
が
直
接
運
営
し
て
い
る
「
外
貨
稼
ぎ
事
業
」
の
整
理
、
非
専
門
的
人
物
に
よ
っ
て
統

制
さ
れ
て
い
る
企
業
と
工
場
の
人
的
交
替
、「
第
二
経
済
（
軍
需
）」
の
一
部
を
「
第
一
経
済
（
民
需
）」
に
移
管
、
二
〇
〇
二
年
七
月

一
日
の
生
産
管
理
方
式
改
善
措
置
の
再
試
図
、
特
に
自
然
発
生
的
な
市
場
に
対
す
る
制
限
解
消
な
ど
を
「
先
代
の
遺
訓
」（
金
日
成
・

金
正
日
）
と
し
て
実
践
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
う
。

（
4
） 

対
外
政
策
は
な
る
べ
く
支
援
獲
得
の
た
め
に
柔
軟
性
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。
先
代
死
亡
以
前
に
合
意
し
た
米
国
と
の
交
渉（
二
〇
一 

一
・
一
二
・
一
五
〜
一
六
、
北
京
会
談
）
を
再
開
し
、
寧
辺
濃
縮
ウ
ラ
ン
施
設
の
凍
結
ま
た
は
国
際
原
子
力
機
関
（
I
A
E
A
）
監

視
団
の
入
国
を
認
め
る
措
置
、
ま
た
は
中
国
と
の
勧
告
を
受
け
入
れ
、
周
辺
国
家
と
の
関
係
改
善
に
前
向
き
な
姿
勢
に
出
る
可
能
性

は
濃
厚
と
い
え
る
。

※ 

米
国
と
の
北
京
会
談
で
二
四
万
ト
ン
の
「
栄
養
支
援
」
を
取
り
付
け
た
。
中
国
と
は
食
糧
五
〇
万
ト
ン
、
肥
料
二
〇
万
ト
ン
も

支
援
に
合
意
し
た
と
の
説
あ
り
。
ロ
シ
ア
と
は
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
、
沿
海
州
、
ア
ム
ー
ル
州
の
農
地
貸
与
・
耕
作
交
渉

が
進
行
中
。
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3
．
南
北
関
係
の
展
望

（
1
） 

今
の
と
こ
ろ
李
明
博
政
権
と
の
対
話
可
能
性
は
否
定
的
で
あ
る
。
特
に
、
今
年
、
南
側
は
選
挙
期
間
に
入
る
（
四
月
に
国
会
議
員
選

挙
、
一
二
月
に
大
統
領
選
挙
）。
従
っ
て
、
李
明
博
政
権
か
ら
の
大
規
模
支
援
を
提
示
し
な
い
限
り
、
高
位
級
南
北
対
話
の
再
開
の
可

能
性
は
薄
い
。

※ 

二
月
二
日
に
国
防
委
員
会
政
策
局
（
偵
察
総
局
）
は
九
項
目
の
「
公
開
質
問
状
」
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
南
側

は
対
話
を
拒
否
し
た
。

① 「
大
国
喪
」
に
対
す
る
「
大
逆
罪
」
を
謝
罪
せ
よ

② 

六
・
一
五
及
び
一
〇
・
四
南
北
共
同
宣
言
を
実
行
す
る
意
思
を
表
明
せ
よ

③ 

天
安
艦
、
延
坪
島
砲
撃
に
対
す
る
非
難
を
中
止
せ
よ

④ 

韓
米
合
同
軍
事
訓
練
中
止

⑤ 

停
戦
体
制
の
平
和
体
制
へ
の
転
換

⑥ 

朝
鮮
半
島
（
米
韓
）
の
非
核
化
実
行

⑦ 

対
北
心
理
作
戦
中
止

⑧ 

南
北
交
流
再
開

⑨ 

国
家
保
安
法
廃
棄
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43 北朝鮮の現状と南北関係

※ 

一
月
三
一
日
に
国
際
サ
ッ
カ
ー
試
合
で
あ
る
「
二
〇
一
二
仁
川
平
和
杯
U
―
14
（
一
四
歳
以
下
）」
に
参
加
し
て
い
た
北
朝
鮮

の
四
・
二
五
体
育
団
の
ユ
ー
ス
・
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
「
南
を
相
手
に
し
な
い
」
と
の
方
針
に
よ
っ
て
、
南
側
の
光
星
中
学
校

代
表
と
の
試
合
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
せ
、
撤
収
さ
せ
た
。

（
2
） 

し
か
し
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
開
城
工
業
団
地
に
お
い
て
の
協
力
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。

※ 

去
年
一
二
月
二
六
日
に
四
四
九
名
の
新
労
働
者
を
派
遣
し
、
一
二
月
末
現
在
一
二
三
社
の
韓
国
企
業
に
五
〇
、三
一
五
名
の
北

側
労
働
者
が
働
い
て
い
る
。

※ 

去
年
一
二
月
三
一
日
に
「
六
・
一
五
共
同
宣
言
」
実
行
委
員
長
に
金
霊
星
（
김
령
성
）
を
任
命
。

 

金
霊
星
（
김
령
성
）
――
二
〇
〇
〇
年
の
南
北
首
脳
会
談
を
開
催
す
る
た
め
の
準
備
接
触
で
の
北
側
主
席
代
表
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
二
月
ま
で
南
北
長
官
級
会
談
北
側
代
表
団
長
（
第
五
〜
一
三
次
）
で
も
あ
っ
た
。
七
年
振

り
に
表
舞
台
に
登
場
し
た
。
南
北
民
間
交
流
対
話
を
担
当
す
る
も
よ
う
。

以
上
の
北
側
の
動
向
で
見
る
よ
う
に
金
正
恩
体
制
の
下
で
の
南
北
関
係
は
、
今
年
中
に
大
き
な
動
き
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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